






Ⅰ研究目的

周産期管理において母児双方に重大な影響を及ぼす妊娠中毒症は従来より学説の疾患とさ

れその発症原因は不明であった。近年、このような妊娠中毒症の発症要因として自己免疫

特に抗リン脂質抗体の関与が注目されている。今回筆者らは妊娠中毒症とそれに伴った子

宮内胎児発育遅延(IUGR)症例における抗リン脂質抗体の存在を検討し、それらの関連性を

明らかとすることを目的とした。


